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	応用
	抗原情報
	背景
	脊椎動物では、ホメオボックス遺伝子と呼ばれる転写因子のクラスをコードする遺伝子が、4本の別々の染色体上のA、B、C、Dというクラスターに存在します。これらのタンパク質の発現は、胚発生中に空間的および時間的に制御されています。この遺伝子は7番染色体のAクラスターの一部であり、遺伝子発現、形態形成、分化を制御する可能性のあるDNA結合転写因子をコードしています。コードされているタンパク質は、発生中に後脳の節を前後軸に沿った適切な位置に配置することに関与している可能性があります。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっており、そのうちの1つのアイソフォームのみがホメオドメイン領域を含んでいます。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：HOXA1の欠陥がアサバスカ脳幹形成不全症候群（ABSD）の原因である[MIM：601536]。ナルバホ脳幹症候群としても知られる。この症候群は、水平注視麻痺、感音難聴、中枢性低換気、発達遅滞を特徴とする。一部の患者は、嚥下機能障害、声帯麻痺、顔面麻痺、発作、および心臓流出路異常を示した。,疾患：HOXA1の欠陥は、ボズレー・サリフ・アロライニー症候群（BSAS）[MIM:601536]の原因である。罹患した個人は、水平注視異常、難聴、顔面筋力低下、内頸動脈および心臓流出路の血管奇形を示す。一部の患者は、精神遅滞および自閉スペクトラム症を呈する。ABSDの患者とは対照的に、BSASの患者では中枢性低換気は観察されない。,機能：前後軸上の特定の位置アイデンティティを細胞に提供する発達制御システムの一部である、配列特異的転写因子。体前部構造に作用する。後脳節の維持および／または生成に作用すると考えられる。,類似性：Antpホメオボックスファミリーに属する。唇亜科。,類似性：1つのホメオボックスDNA結合ドメインを含む。,
	研究分野
	-
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	HOXA1抗体を用いたHeLa細胞、COLO細胞、293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

